
 

「市民とともに河内長野市を運営する会」は、名称を「市民とともに河内長野の経営を考

える会」に改め、河内長野の明るい未来を目指し、市民とともに、河内長野の活性化に向け

てどう取り組むかを議論していきます。長引く景気低迷の影響で、多くの地方自治体は財政

破綻に陥る可能性を十分に秘めており、河内長野も決して例外とは言えません。 

本会では、2012 年 7 月に行われた河内長野市長選挙において、島田智明氏を河内長野市長

候補とし、以下の三課題について議論させて頂きました。 

1. 河内長野における人口減少と少子高齢化 

2. 河内長野が抱える地方債という借金 

3. 河内長野が誇る国宝・重要文化財 
 
 

日本政府は、国内の人口、世帯、産業構造等を調査するために、国勢調査を 5 年ごとに行

っています。近年の 2005 年と 2010 年を比較すると、河内長野市の人口減少数は 4,749 人で、

大阪府下 43 市町村の中で最大、人口減少率で考えると 4.05%、これも大阪府下 33 市(9 町 1

村を除く)で最大です。住民が減少すると、住民税(個人市民税)や固定資産税が減り、市の歳

入が減少しますので、人口減少は深刻な問題です。 
大阪府下 43 市町村の人口減少数  大阪府下 33 市の人口減少率 

順位 市町村名 2005 年～2010 年 2000 年～2005 年  順位 市町村名 2005 年～2010 年 2000 年～2005 年

1 河内長野市 4,749 3,769  1 河内長野市 4.05% 3.11% 

2 東大阪市 4,288 1,273  2 富田林市 3.44% 2.15% 

3 富田林市 4,261 2,721  3 柏原市 2.94% 2.77% 

(出典: 大阪府総務部統計課 人口等基本集計結果～平成 22 年国勢調査～) 

人口減少に伴うもう一つの問題は少子高齢化で、労働人口が減り、高齢者人口の割合が増

えると、市の財政が圧迫されます。2010 年の国勢調査によると、日本は、65 歳以上の人々

が全人口に占める割合が 23.0%で世界最大、そして、河内長野市は 25.0%で、大阪府下 33

市(9 町 1 村を除く)で最大です。河内長野市における高齢化現象は、日本全国平均よりも随

分早いペースで進行しています。 
大阪府下 33 市の高齢者人口率 

順位 市町村名 2010 年 2005 年 2000 年 1995 年 1990 年 

1 河内長野市 25.0% 19.3% 15.1% 12.1% 9.7% 

2 守口市 24.6% 20.4% 15.3% 11.7% 9.6% 

3 松原市 24.0% 19.1% 14.5% 11.2% 8.9% 

 日本全国平均 23.0% 20.2% 17.4% 14.6% 12.1% 

(出典: 大阪府総務部統計課 人口等基本集計結果～平成 22 年国勢調査～) 



 

2011 年度末の時点で、河内長野市における市民一人当たりの地方債の残高は 29.3 万円で

した。ご参考までに、隣接する市では、富田林市 20.8 万円、大阪狭山市 29.0 万円となって

おります。もちろん、預貯金に相当する基金もありますが、借金に相当する地方債に関して

は、河内長野市が、近隣 2 市と比較して、市民一人当たりで最も多い状況です。地方債は借

金ですので、元本を返済する義務があるだけでなく、利息を毎年払う必要があります。我々

の子供、孫、そして、曾孫に付けを回してもいいのでしょうか。 

河内長野市と近隣 2 市における市民一人当たりの地方債残高推移 

 
(出典: 広報おおさかさやま他) 

 

河内長野市には文化財がたくさんあります。貸し出し中の文化財も含め、国宝が 6 点、重

要文化財が 78 点*、合計 84 点。この数は、河内長野市役所のデータによりますと、大阪府

で大阪市に次いで第 2 位、そして、日本全国の 1,719 市町村(2013 年 4 月 1 日現在)の中で

第 14 位だそうです。灯台下暗しと言いますが、このような大切な遺産について、観光マー

ケティングをして国内外に知らせないと、宝の持ち腐れになってしまいます。効果的なマー

ケティングによる観光客の誘致、それが、河内長野を活性化する重要な鍵になると考えます。 
(* 重要文化財の件数に関して、指定番号が同じで枝番が異なる文化財を 1 点として扱っています。) 
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